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【形状・構造及

［各部の名称］

［作動・動作原理

 本装置は、パ

ある。パラフィ

ームで薄切する

ックを作製する

れ、冷却固化す

 本装置は、専

フィン浸透処理

で、全自動的に

*,*［仕様等］ 

型  式：

本体寸法：

本体質量：

電  圧：

周 波 数：

電  力：

処理能力：

処理容量：

使用ｶｾｯﾄ：

 

［設置環境］ 
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・壁から

インプットドア 
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ベースモールド 

側面

電源ス
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特定保守管理医療

び原理等】 
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パラフィン包埋ブ

ィン包埋ブロック

るために作られ

るための型）に、

することで作製す

専用容器（パラフ

理までを行った検

に包埋ブロックを

AutoTEC a120 
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連続ローディン
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パラフォームカ
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面上部： 
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一
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クは、検体組織

るもので、ベー

、組織片と溶け
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フォーム）を用

検体を専用容器

を形成する。 

750(D)×約1750

230VAC±10% 

時)，2530VA(23

ク／時 

ング可能 

マガジン 最大4個
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（結露なきこと）
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パラモニター

背面下
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器１
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シュー・テッ
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ースモールド（ブ
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器ごと投入するこ
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【使用目的又は

本装置は病理

究及び検査にお

埋を自動で作成す

使用方法等】

［必要とする設備

電源設備

容

接地

※指

［操作方法］ 

以下の手順は使

参照ください。

※本装置は連続

設定した開始／

ダウンを自動的

操作も可能です。

① 運転開始前の

② 電源スイッチ

③ システムが起

始する。 

④ リザーバード

る。（パラフ

態の場合、作

⑤ 装置をログイ

⑥ モニター上の

⑦ インプットド

⑧ パラフィン浸

納されたマガ

⑨ インプットド

インプット

自動的に包埋

装置内では

の種類検知、

パラフィンの

包埋処理が

アに搬送され

できる。 

⑩ アウトプット

使用上の注意】

詳細は取扱操作説

重要な基本的注意

･ 装置内に、パ

用しない。

･ 装置内のパラ

プットドア、

けどに注意。

･ 溶けているパ

い。 

･ 電源プラグは

･ 指定パラフィ

照ください。

製造販

000 

エー１２０

は効果】 

学・解剖学や臨

いて、病理標本

する検体前処理

備］ 
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量 ：20A以上

地端子 ：Ｄ種以上
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使用方法の一例
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／終了時刻に合
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ドアを閉める。 
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埋処理を開始する

は、カセットの取
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パラフィンの分注

が自動で行われる

にアウトプット

で確認すること

ご参照ください。
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ドは高温のため

装置を移動させ

続する。 
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[その他の注意] 

･ 装置の設置・設置場所の変更作業は販売店に依頼する。 

･ 清掃する際は、有機溶剤を使用しない。 

･ 装置の日常点検及び定期点検を必ず行う。 

･ 電源コードは他のコード類で延長しない。 

･ 装置周辺の通気・換気を良くする。 

･ パラフィンおよびパラフィンリザーバーは高温のため、やけ

どに注意する。 

･ 装置の上には物を置かない。 

･ 装置外装部にある吸排気口をふさがない。 

･ 運転中の指定されたドア以外の開閉は行わない。 

･ ドアの開閉動作はゆっくり行う。 

･ ドア開閉の際、隙間に手を挟まないよう注意する。 

･ カセットが空になったマガジンは、速やかにインプットドア

より取り出す。 

･ 終了したアウトプットドアは、速やかに取り出す。 

･ 停電時、取り出せないカセットは停電復帰後に取り出す。 

･ カセットは取扱説明書に従い、正しく組み立てる。 

･ ベースモールドおよびその周辺に物を置かない。カセットが

落下した場合は、運転再開前に取り除く。 

･ インプットドアおよびベースモールドドアは必要時以外は

閉める。 

･ 故障したマガジンおよびアウトプットドアは使用しない。 

 

**【保管方法及び期間等】 

［耐用期間］ 

耐用期間 ：製造出荷後 ７年[自己認証（当社データ）による] 

条 件     ：取扱操作説明書及び添付文書に記載された取扱注意

事項あるいは保守・点検に係る事項を順守し、定期

的に日常点検・保守点検を実施すること。 

点検結果により、下記に示す主要な構成部品や保守

点検事項に記載された交換部品を適切に交換するこ

と。保守に用いる主要な構成部品は下表の通り。 

主要な構成部品名 使用耐用年数 

搬送・駆動部モーター ５年 

制御基板 ５年 

ＬＣＤユニット ５年 

センサ ５年 

ペルチェモジュール ５年 

電磁弁 ５年 

電磁ポンプ ５年 

コンプレッサー ３.５年 

※ ここに記載した装置の耐用期間及び主要な構成部品の

使用耐用年数は保証期間ではなく、上記の条件を満た

した場合での平均的な年数となるため、使用環境、使

用方法などにより異なります。 

 

【保守・点検に係る事項】 

[使用者による保守点検事項] 

詳細は取扱操作説明書をご参照ください。 

･ 装置外装 

汚れたら、布または繊維くずの出にくい紙、スクレイパー

を使用して清掃する。 

･ パラフィン受け 

最大800カセット処理毎に、たまったパラフィンを取り除

く。 

･ リカバリーエリア 

１週間に１度、または必要に応じてリカバリーエリアの

トレイにたまったパラフィンをスクレイパーなどで取り除

く。 

･ 分注トレイ 

２週間に１度、または必要に応じて分注トレイにたまっ

たパラフィンをスクレイパーなどで取り除く。 

 

 

･ インプットドア 

１日毎にインプットドア内部を点検し、汚れていたら、

布または繊維くずの出にくい紙を使用して清掃する。 

･ アウトプットドア 

週に１度、または必要に応じて清掃を実施する 

･ アウトプットドアセンサーカバー 

１日毎にカバー表面を点検し、汚れたら、布または繊維

くずの出にくい紙を使用して清掃する。 

･ パラフィンリザーバーおよびフィルター 

２週間に１度、フィルターを点検し、汚れている場合に

は70℃以上の温水で洗浄したのち乾燥させる．汚れがひど

い場合には新しいフィルターに交換する。 

･ マガジン 

使用後に毎回点検する。汚れていた場合には清掃する。

劣化していた場合には、新品に交換する。 

･ スプラッシュガード 

10,000カセット処理毎、必要に応じて清掃する。汚れが

ひどい場合には新しいスプラッシュガードに交換する。 

･ タッチスクリーンモニター 

月に１度、または必要に応じて清掃する。 

･ グリッパー 

１週間に１度、グリッパーを点検し、汚れていたら、付

属の専用ブラシを使用して清掃する。 

 

[業者による保守点検事項] 

以下の項目を必要に応じて点検し、部品を交換します。詳細は

取扱操作説明書をご参照ください。 

･ エアコンプレッサーの点検・交換      ３年６か月毎 

･ エアコンプレッサーフィルターの点検・交換    １年毎 

･ エア回路フィルターの交換         ３年６か月毎 

･ ﾋｰﾄｼﾝｸｴｱﾌｨﾙﾀｰの清掃・交換  清掃:半年毎 交換:１年毎 

･ 駆動部の点検・交換               半年毎 

･ 各種パッキン・消耗品類の点検・交換       １年毎 

･ スプラッシュガードの交換            半年毎 

･ 装置の清掃                   半年毎 

 

 

【製造販売業者及び製造業者等の氏名又は名称等】 

製造販売業者 

名  称：サクラ精機株式会社 

電話番号：026-272-8381 

 

製造業者 

名  称：サクラ精機株式会社 長野本社工場 

 

 

 

販売業者 

名  称：サクラファインテックジャパン株式会社 

住  所：東京都中央区日本橋本町3-1-9 

電話番号： 03-5643-2630（営業窓口） 

機器の故障に関するお問合せ先：０１２０-３９２-８７４ 

（フリーダイヤル） 

 


